
「
表
土
ブ
ロ

ツ
ク
移
植
工
法
」
の
紹
介

西
武
造
園
株
式
会
社

は
じ
め
に

開
発
な
ど
に
よ
っ
て
あ
る
地
域
の
既

存
の
自
然
資
源
が
や
む
を
得
ず
失
わ
れ

る
場
合
、
そ
の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と

で
元
の
自
然
の
早
期
復
元
・
修
復
を
可

能
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
自
然

公
園
内
で
や
む
を
得
ず
失
わ
れ
る
自
然

資
源
は
貴
重
な
も
の
と
し
て
有
効
に
活

用
す
る
必
要
が
あ
る
。
自
然
資
源
を
活

用
し
て
再
生
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

当
社
の

「
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
移
植
工
法

（
旧
日
本
道
路
公
団
と
の
共
同
特
許
取

得
国
土
交
通
省
N
E
T
－

s登
録
）
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
当
社
が
こ

れ
ま
で
に
自
然
再
生
の
分
野
で
行
っ
て

き
た
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
移
植
工
法
の
概
要

と
事
例
を
紹
介
す
る
。

工
務
部
企
画
開
発
室

榔

野

遼

介

表
土
ブ
ロ
ッ
ク
移
植
工
法
と
は

表
土
ブ
ロ
ッ
ク
移
植
工
法
は
現
在
の

環
境
が
や
む
を
得
ず
失
わ
れ
て
し
ま
う

場
合
に

「表
土
と
そ
の
地
上
部
お
よ
び

地
下
部
の
生
態
系
を
移
植
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
る
。
表
土
ブ
ロ
ッ
ク

移
植
工
法
は
表
土
を
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

採
取
す
る
た
め
、
既
存
の
植
生
を
ほ
と

ん
ど
撹
乱
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
た

め
、
本
工
法
の
活
用
に
よ
り
、
早
期
に

元
の
植
生
を
復
元
・
修
復
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
撹
乱
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
従
来
工
法
で
あ
る
表
土
ま
き
だ

し
工
法
よ
り
も
帰
化
植
物
の
出
現
が
少

な
い
。
当
初
は
樹
林
地
で
の
使
用
を
想

定
し
て
い
た
が
、
湿
地
等
で
も
効
果
を

確
認
で
き
て
い
る
。
特
に
最
近
で
は
湿

地
で
の
施
工
が
増
加
し
て
い
る
。
表
土

ブ
ロ
ッ
ク
移
植
工
法
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
と

特
殊
機
材
（
採
取
用
コ
ン
テ
ナ
、
採
取

用
パ
ケ
ッ
ト
、
定
置
用
ウ
イ
ン
チ
）
が

必
要
に
な
る
。

工
事
全
体
の
流
れ
と
じ
て
、
ま
ず
現

地
に
て
移
植
対
象
と
な
る
植
物
や
地
形
、

土
壌
の
調
査
を
行
う
。
土
壌
の
調
査
で

は
移
植
対
象
と
な
る
植
物
の
根
系
の
状

態
を
確
認
し
、
ど
れ
く
ら
い
の
深
さ
で

表
土
を
採
取
す
る
の
か
を
決
め
る
。
次

に
現
地
で
施
工
を
し
、
施
工
後
は
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
お
よ
び
維
持
管
理
作
業
を
行

λ
ノ。

施
工
手
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
根
切
り
・
：
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ノ
コ
ギ

リ
等
を
使
用
し
て
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
一

m
×一

m
）
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
表

土
の
根
切
り
を
行
う
。

②
採
取
（
図
1
）
・
：
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
通

常
の
バ
ケ
ッ
ト
を
採
取
用
バ
ケ
ッ
ト
に

換
装
）
に
採
取
用
コ
ン
テ
ナ
を
装
着
し
、

移
植
対
象
の
表
土
に
差
し
込
み
、
採
取

す
る
。

③
積
込
・
運
搬

（図
2
）
：
・
採
取
し
た

表
土
ブ
ロ
ッ
ク
は
コ
ン
テ
ナ
ご
と
ク
レ

ー
ン
等
を
使
用
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
キ
ャ

リ
ア
ダ
ン
プ
に
積
み
込
み
、
定
置
場
所

ま
で
運
搬
す
る
。

④
定
置
（
図
3
）
・
：
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
ク

レ
ー
ン
仕
様
・
ウ
イ
ン
チ
装
備
）
で
表

土
ブ
ロ
ッ
ク
を
コ
ン
テ
ナ
ご
と
吊
り
上

、
げ
、
定
置
場
所
に
設
置
す
る
。
そ
の
後
、

バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
コ
ン
テ
ナ
の
側
板
を
押

さ
え
、
底
板
を
ウ
イ
ン
チ
で
引
き
抜
く
。

最
後
に
側
板
を
吊
り
上
げ
て
取
り
外
す
。

⑤
問
詰
め
・
：
定
置
し
た
表
土
ブ
ロ
ッ
ク

の
聞
に
現
地
で
採
取
し
た
土
壌
を
問
詰

め
す
る
。

目

採取

定置用ウインチ

図2 積込・運搬 図1

定置図3
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施
工
事
例

施
工
事
例
と
し
て
、
湿
地
と
樹
林
地

で
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

湿
地
の
事
例
で
は
貴
重
種
の
生
育
す

る
環
境
が
公
共
施
設
等
の
整
備
に
よ
り

消
失
し
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
場
所
に

生
育
す
る
貴
重
種
を
対
象
に
行
っ
た
表

土
ブ
ロ
ッ
ク
移
植
を
紹
介
す
る

（写
真

1
）。
移
植
対
象
種
は
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
、

ウ
ス
ゲ
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
、
ヌ
マ
ト
ラ
ノ

オ
、
ミ
ズ
ワ
ラ
ビ
、
ミ
ゾ

コ
ウ
ジ

ュ
の

五
種
で
、
い
ず
れ
も
湿
地
に
生
育
す
る

植
物
で
あ
る
。
移
植
工
事
は
二

O
二二

年

一
二
月
に
行
い
、
移
植
種
の
生
育
状

況
を
二
O
一
四
年
八
月
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
ヘ
ラ
オ
モ
ダ
カ
、
ウ
ス
ゲ
チ
ョ

ウ
ジ
タ
デ
、
ヌ
マ
ト
ラ
ノ
オ
は
出
現
率

が
高
か
っ
た
。

一
方
で
ミ
ズ
ワ
ラ
ビ
、

ミ
ゾ

コ
ウ
ジ
ユ
は
出
現
率
が
低
か
っ
た
。

出
現
率
が
低
い
種
が
あ
っ
た
要
因
と
し

て
は
、
全
種
が
同
じ
湿
地
に
生
育
す
る

と
は
い
え
、
生
育
に
適
し
た
水
分
環
境

は
微
妙
に
異
な
る
の
に
対
し
、
移
植
先

は
均

一
な
水
分
環
境
で
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
に
適
し
た
水
分
環
境
を
移
植
先
に

も
整
備
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高

い
移
植
が
実
現
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

移植前（2013年12月）移植直後（2013年12月）移植後（2014年8月）

次
に
樹
林
地
で
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

樹
林
地
の
事
例
で
は
表
土
ブ
ロ
ッ
ク

移
植
工
法
と
従
来
工
法
で
あ
る
表
土
ま

き
だ
し
工
法
を
同
時
期
に
行
っ
た
。
表

土
の
採
取
地
は
ダ
ム
建
設
に
伴
い
、
水

没
し
て
し
ま
う
樹
林
地
で
、
移
植
先
は

新
た
に
造
成
さ
れ
た
公
園
で
あ
っ
た
。 湿地での移植経過

移
植
直
後
、

一
年
後
、
三
年
後
、
五
年

後
に
各
工
法
ご
と
に
植
生
調
査
を
行
い
、

経
過
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
採
取
地
で

も
植
生
調
査
を
行
っ
た
。

各
工
法
の
移
植
先
で
、
採
取
地
で
確

認
で
き
た
種
と
同
じ
種
が
確
認
で
き
た

場
合
、
そ
れ
ら
を
合
致
種
と
し
、
ど
れ

く
ら
い
の
割
合
が
合
致
し
て
い
る
の
か

を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
表
土
ブ
ロ

ッ
ク
移
植
工
法
は
表
土
ま
き
だ
し
工
法

よ
り
も
合
致
率
が
常
に
高
く
、
ま
た
移

植
直
後
か
ら
高
い
合
致
率
を
示
し
た。

こ
れ
に
よ
り
、
表
土
ブ

ロ
ッ
ク
移
植
工

法
は
表
土
ま
き
だ
し
工
法
よ
り
も
早
期

に
元
の
植
生
を
復
元
・
修
復
で
き
る
と

言
え
る
。

ま
た
、
移
植
後
に
草
本
層
の
植
物
を

対
象
に
、
移
植
直
後
、

一
年
後
、
三
年

後
、
五
年
後
に
帰
化
植
物
の
個
体
数
調

写真 1

口表土ブロック移植工法

5年後3年後1年後施工直後
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査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
両
工
法
共

に
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
等
の
帰
化

植
物
が
移
植
一
年
後
か
ら
出
現
す
る
も

の
の
、
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
移
植
工
法
の
方

が
表
土
ま
き
だ
し
工
法
よ
り
も
個
体
数

が
少
な
い
傾
向
で
あ

っ
た

（図

4
）。

こ
の
よ
う
に
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
移
植
工
法

は
従
来
工
法
よ
り
も
帰
化
植
物
の
出
現

と
い
う
点
か
ら
も
優
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

各工法の帰化植物個体数

表
土
ブ
ロ
ッ
ク
移
植
工
法
を
用
い
た

貴
重
種
の
移
植
は
、
課
題
が
あ
る
も
の

の
お
お
む
ね
順
調
で
あ
る
。
ま
た
、
従

来
工
法
と
比
較
し
て
も
早
期
に
元
の
植

生
を
復
元
・
修
復
で
き
て
い
る
。
さ
ら

に
帰
化
植
物
の
出
現
も
従
来
工
法
と
比

較
す
る
と
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
然

公
園
に
お
け
る
移
植
工
事
や
自
然
再
生

を
行
う
際
に
、
本
工
法
を
用
い
る
こ
と

で
良
好
な
結
果
を
期
待
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。

榔
野
遼
介
・
な
ぎ
の
り
ょ
う
す
け

西
武
造
園
株
式
会
社
工
務
部
企
画
開
発
室

宮
城
県
生
ま
れ
。
東
京
都
市
大
学
大
学
院
環

境
情
報
学
研
究
科
修
了
。

〈
会
社
概
要
〉
人
と
み
ど
り
の
環
境
創
造
サ

ー
ビ
ス
金
業
と
し
て
、
緑
地
の
施
工
、
企

画
、
設
計
、
維
持
管
理
や
公
園
の
管
理
運
営

事
業
を
行
う
。

図4
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